
＜雑記帳＞放射能の汚染時代
食品は安心・安全で 

食べられるのだろうか？ 

参考資料： 

厚生労働省、及び内閣府食品安全委員会 

「食品中の放射性物質に関する説明会」資料など 

＜17頁以降は補足説明資料＞ 
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13-03-19 更新 狙い：気付いたことから、徐々に書き込み蓄積してゆきたい 



本日の話の流れ 
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＜Ⅷ＞ 

新基準値に取り組む上での 

課題 と 実施 

＜Ⅰ＞ 

被ばくに至る状況の過去と現在
（前提） 

＜Ⅱ＞ 

被ばくで何が怖いのか？ 

＜Ⅲ＞ 

大震災当時、政府が行ったこと 

＜Ⅳ＞ 

放射能測定（暫定基準値）で明
らかになった汚染状況と課題 

＜Ⅴ＞  

「暫定基準値」対応で、 

被ばく状況はどうであったか？ 

＜Ⅵ＞ 

その後も「暫定基準値見直し」 
の検討作業続く 

＜Ⅶ＞ 

食品の新しい基準値 

放射能の拡散 被ばくと線量単位 

内部被ばくと外部被ばくの違いなど 

暫定基準値の設定と検査体制 

検査でどんな問題が出てきたのか 

東京都民が被ばくしたというがその結果は？ 

担当官庁で引き続き検討が行われた 

新しい基準値の内容は 

検査体制の課題と実施 



Ⅰ：被ばくに至る状況の過去と現在（前提） 

第一原発・１号機爆発（3/12）、３号機爆発（3/14）、２号機原子炉破壊（3/15）４
号機も水素爆発  １～３号機でメルトダウン  

計77万テラベクレル（兆の1万倍）レベルの放射性物質が大気中に漏れた 
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水素爆発 ⇒ フォールアウト（気流） ⇒  
 

      大気～河川・海にも拡散～森林など汚染 地面に降下～吸入・経口 

※予備知識として、放射能関連の用語を整理・確認していく 

  ベクレル、シーベルト、実効線量、預託実効線量、ICRP等々 

 

※放射能の測定方法： 
 ・3.11当初の状況 ⇒ 線量（モニタリングポスト：18ｍなど） 核実験検証用 

 ・現在の状況     ⇒ 線量（１ｍの高さで測定） 

原発で水素爆発 

拡散と吸入・経口へ 

注：チェルノブイリは520万テラベクレル 1960年に、国際度量衡総会の単位系専
門部会 キロ（k）、メガ（M）、ギガ（G）、
テラ（T）の３桁の刻み 

参考： 



福島第一原発から漏れた放射能の広がりとホットスポット 
2011年10月24日 朝日新聞 

この地図と、事故以降の各地の放射線量の変化、
風向き、天候を突き合わせると、現在の放射線量の
大半は３月１２日から２３日までの約２週間に原発
から出た放射性物質による可能性が高いという。 

この地図は周囲より放射線量の高い「ホットスポッ
ト」と呼ばれる地域もひと目でわかる。生活上の自
衛策を考える上でも役に立ちそうだ。 

第一の経路は、２号機の炉心露出などで放射性物
質の放出が深刻だった３月１４日深夜〜１５日午後。
プルームは関東平野にかけて広域に時計回りに流
れる状況が１５日未明まで続き、午後には北西へ向
きを変えた。 

 

専門家は「プルームが雨や雪で地表に落ち、汚染さ
れた可能性が高い」と指摘する。 

埼玉西部や東京西部の一部も汚染された可能性が
あるという。 

第二の経路は２１日夜〜２２日未明。プルームは茨
城沿岸から千葉を通り南下した。関東地方は広い範
囲で雨が降り、茨城では沿岸や南部周辺に、千葉で
は柏市周辺に「ホットスポット」をもたらした疑い。 

 

だがプルームは都心の手前で南下し海へ流れた。 

＜注＞下水処理場が
放射性物質の集積地
と化し、原発並みの量
となり新たなホットス
ポットに。東京都議会
で話題になる。汚染物
質の煙突から排出 

「リサイクル」被ばく 

各地にフォー
ルアウトした放
射性物質が下
水処理場に！ 

4 

＋汚染瓦礫処理問題の浮上 

（運賃、汚染拡散、地域経済活性化） 

＋車両の汚染化 

（中古車ロシア輸出拒否） 

3月15日 

詳細データ 



内部被ばく と 外部被ばく：計算方式の違い 
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放射線防護の３原則 

①時間  ②遮へい  ③距離 

放射能の発生源（体外） 

体内摂取量の推定必要 体外計測法（ガンマー線の測定：WBC）、バイオアッセイ法（排泄された糞尿から推定） 

放射能の発生源（体内） 

福島では、本来は測定に30分程度必要なのに2分程度の運用のた
め検出限界３００ベクレル。このため、測定結果問題なしとされている。 

本来は原発作業員用に開発されたもの。今は数をこなすための運用。 

同じシーベルトだが、意味
合いが異なる。 

外部被ばく  ⇒ 実測 

内部被ばく  ⇒ 計算 

同じＳｖ 外部被爆＜内部被爆 

ICRP：国際放射線防
護委員会。民間の国
際学術組織。 

日本政府はICRP信奉。 

内部被ばくの複
雑な関係をＳｖ
に換算 

食物  Ｂｑ／ｋｇ 

地面  Ｂｑ／㎡ 



放射性物質を摂ったときの人体への影響（内部被ばく試算例） 
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◆ 

◆ 

◆ 

ｍＳｖ／Ｂｑ 

一年間継続すると、２．３７２５ ｍＳｖ 

従って暫定基準値適用は短期に抑えるべき 

注：食品の暫定基準値 500Bq/kg 

500Bqの質量 



 預託実効線量とは？ 

内部被爆を評価するのに使用されるもの。体内に摂取された放射性物質は、その半減期
に従い放射能が物理的に減衰するとともに、生物的な代謝機能により体内から徐々に排
泄される。この間に放出される放射線により組織や臓器が被ばくする。 
 

預託線量とは、体内の放射線から人体がどの程度影響を受けているか一般成人に対し
て摂取後の５０年間(子供や乳幼児に対しては摂取時から７０歳まで)に受ける量を摂取
時に受けたと想定（仮定）した放射線量のことをいう。 

預託実効線量のサイト ● 
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出典：財団法人日本分析センター 

積分計算 

但し、 

I は崩壊性核のBq/kg 

λ は崩壊定数 

λ＝ｌｏｇ２／Ｔ（半減期） 
e を自然対数の底 

teII  0
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但し 

Ｈ 預託実効線量 

  ［Ｓｖ］ 
Ｋ 預託実効線量 

  係数［Sv/Bq］ 
Ｍ 摂取量［ｋｇ/y］ 
I     濃度［Bq/kg］ 
期間 １年間 

ｎ 核種 

 

  物理的減衰に 

  加え、生物的 

  反応も考慮済 

預託実効線量は、摂取した年の１年間に受けた
ものと見なして試算、これをその年の外部被ばく
の実効線量と合計し、その合計値が線量限度を
超えないように核原料物質、核燃料物質及び原
子炉の規制に関する法律等において、個人の被
ばくを管理することになっています。 

預託線量は、摂取し
た年の１年間に被ばく
を受けたものと見なし
て（預託）計算する。 

積分計算 

http://search.kankyo-hoshano.go.jp/food2/servlet/food2_in


Ⅱ：被ばくで何が怖いのか？ 

・「外部被ばく」 と 「内部被ばく」： 
 

 「外部被ばく」の最悪（広島・長崎の原爆） 
 

 

  

  

  

これ以降、「内部被ばく」に限定して進める 
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・「内部被ばく」で何が起こったのか？（チェルノブイリ、日本） 
 

 チェルノブイリ：政府関与（隠ぺい体質）で公表された疫学データは少ない  

 ⇒ 4～5年の潜伏期間を経て甲状腺がんなど発症 

 ⇒ Ｃｓが心筋に蓄積し易い  

   心筋梗塞の発症につながるといわれる 
 

 日本 ⇒ これからの発症が危惧されている 

   放射線防護の３原則： 防護の可能性あり 

 

  ①時間（短）  ②遮へい（鉛）  ③距離（長） 

外
部 

①時間（ほぼ生涯） 
 

②遮へい（なし） 
 

③距離（ごく密着） 

内
部 

直接、ＤＮＡを傷つける 

一旦、体内に入ると
防護できない！ 

線量が低くてもDNAのどこ
が切れるかによって深刻な
健康障害が発生する。 

東大 児玉龍彦教授 

（内科学、分子生物学専攻） 

半減期と強さの
違い 

加えて、電離作用か
ら活性酸素を生み、
これがDNA攻撃 



Ⅲ：大震災当時、政府が行ったこと 

大量の放射能が出た ⇒ 77 万テラベクレル  

9 

政府：「暫定基準値」を設け放射能濃度が基準以上の食品は流通させない 
 

 （2011年3月17日以降、急きょ実施） 
 

・これは原子力安全委員会が、原子力発電所事故等を想定した「原子力施設等の防災対策に
ついて」の中で示している「飲食物摂取制限に関する指標」（昭和55年6月作成、平成22年8月
に一部改訂）に沿って作成したもの 
 

・暫定基準値の内容 ⇒ データは別途案内 

検査体制：基準値以上汚染された食品が市場に出荷されるのを防ぐため 
 

・検査体制：（全数ではなく、「抽出検査方式：サンプル検査」の限界を露呈） 
 

 2011年3月19日以降、厚労省は毎月食品の放射能検査実施と報道発表 
 

・3月19日福島の原乳、茨城のホウレンソウから基準値越え 

対策 

確認・検査 ●食品関係の報道発表資料 

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/copy_of_copy_of_2r98520000016378.html


どのように食品の「暫定基準値」を決めたか、数字の意味 
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・・・我慢の基準値・・・ 

許容線量 

 

５ｍＳｖ／年 

食品カテゴリー別 

 

１ｍＳｖずつ割当て 

飲料水 

牛乳・乳製品 

野菜類 

穀類 

肉・卵・魚他 

１ｍＳｖ 
 

１ｍｓｖ 
 

１ｍｓｖ 

 

１ｍＳｖ 
 

１ｍＳｖ 

成人 幼児 乳児 最小値 

２０１ ４２１ ２２８ ２０１ 

１６６０ ８４３ ２７０ ２７０ 

５５４ １６８６ １５４０ ５５４ 

１１１０ ３８３０ ２９４０ １,１１０ 

６６４ ４０１０ ３２３４ ６６４ 

２００ 

２００ 

５００ 

５００ 

５００ 

年代別に、摂取量と感受性を考慮し
限度値（Ｉ：Bq／ｋｇ）を算出 

〔Bq／ｋｇ〕 

暫定基準値 食品カテゴリー 

成人、幼児、乳児夫々の摂取量や感受性にも
配慮し、年代別に得られた限度値の中で、最
も厳しい数値を全年齢に適用。 

ステップ① ステップ② ステップ③ 

安全サイドに丸めた 我慢しないと食べるものがなくなる 



Ⅳ：放射能測定（暫定基準値）で明らかになった汚染状況と課題 

主な検査対象食材 ⇒ 肉、野菜、魚、牛乳、水など（主として肉の検査に偏った） 
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被ばく状況への懸念 ⇒ 尿・母乳検査（内部被ばくを知りたい、WBCより安価、変化を見ると良い） 
 

市民の中には、放射線量の民間測定所での検査、尿・母乳 

を専門機関に測定依頼するケースも出てきている 

◆東京・金町上水場水道水から乳児飲用基準2倍の放射性ヨウ素を検出 

（時事ドットコム：11-03-23）⇒ 東京都、3本／人、計24万本配布 

◆7月21日牛肉から暫定規制値を超える放射性セシウム検出、飼料とし
て給与された稲わらが原因。全国レベルで拡大。必要に応じ全頭検査。 

◆福島県、福島市等のセシウム検出で全地域コメ調査、28市町村拡大 

出典：時事ドットコム（11-11-30）県は10/12全地域安全宣言していた 

全
数
検
査
の
必
要
性 

● 排泄率曲線 http://www.nirs.go.jp/db/anzendb/RPD/gpmdj.php 

専門機関による食品など放射能測定（検査依頼～納期 約1週間） 
 

＜参考＞ガンマ核種を測定するための機器（種類と価格） 

抽出検査実施 
米などで、機器メーカーと農協
で、コンベヤー式機器検討中
（島津、東芝など） 15秒／袋 

検査体制など 

・ゲルマニュウム半導体検出器 

・NaIシンチレーションスペクトロメータ 

・サーベイメータ 

＜尿検査＞ 

食事などに留意した場合としな
い場合とでは有意差が出ている。
体内に100倍以上の核物質。 

精度：ＷＢＣ（γ線）＞尿検査 

魚は鮮度の関係から
検査結果が出る前に
出荷せざるを得ない 

注：米、豆等均質なものに限定 

http://www.nirs.go.jp/db/anzendb/RPD/gpmdj.php


Ⅴ：「暫定基準値」対応で、被ばく状況はどうであったか？ 

・東大の発表（都民対象の場合）：（東大生産技術研究所） 
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・課題、批判など： 2011年3月11日~20日の間のデータが漏れていること！ 

 東京都健康安全研究センター（新宿）で測定 3/15  0.809μＳｖ  3/21  0.147μＳｖ 

 東京都民への被ばく量を定量的に把握し、暫定基準値による出荷制限や乳児への飲料水 

 配布等の対策による被ばく量の削減効果や、被ばくに伴う発がんリスクの推定を行った。 
 

 ①各地域から東京への飲食物の入荷量 

 ②年齢別の各飲食物の平均摂取量 

 ③放射線量係数 

 を考慮した。 
 

 ＜調査期間：11-3-21~12-3-20＞ 

 ＜対策を実施した際の放射性セシウムと放射性ヨウ素の合計実効線量（年間）＞ 

   成人 18 μSv、幼児 42 μSv、乳児 48 μSv 
 

 ＜対策による低減効果＞ 

   成人 29 ％、幼児 34 ％、乳児 44 ％ 
 

 ＜飲食物由来の自然放射性カリウム40 の年間被ばく量と対比＞ 

   数分の 1 から 10 分の 1 程度 
 

 ＜1年間の被ばくにより生じる生涯発がんリスクを比較＞ 

   報告では問題ないレベルであったと結論 

計
算 

の 

前
提 

結 

果 



Ⅵ：その後も「暫定基準値見直し」の検討作業続く 

◆厚労省の委員会で見直し検討作業終了で成案（2012-01-22日）：7回 
 

  7 回 （11-04-08 ~ 12-02-24） 
 

◆関係官庁と諮問～答申など： 
 

   ・内閣府食品安全委員会  ⇒ 食品の安全（9 回） 
 

   ・文科省（放射線審議会）  ⇒ 放射能（6 回） 
 

   ・内閣府消費者庁、など   ⇒ 食品のパッケージ 

 

◆パブリックコメントで民意  ⇒ 圧倒的多数が更に厳しい基準値を要望 

 
 

◆2012年4月より実施へ： 
 

＜参考＞ 決まるまでの混乱 

段
階
的
に
手
順
を
踏
み
推
進 

（厚労省 分科会１２０２２４ インターネットアンケート調査） 

中東の民主化運動を彷彿とさせる動き 



Ⅶ：食品の新しい基準値（我慢の基準値から安定期の基準値） 
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経過措置を設けた
食品： 
 

・米 

・牛肉 

・大豆 

・3月31日までに製

造・加工・輸入され
た食品 

 

  



Ⅷ：新基準値に取り組む上での課題 と 実施 
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②日常の検査自体が可能だろうか？  
 

仮に、同じ検査機器使用の場合、精度を上げるには測定時間の延長が必要。また、民間の検査では基準が不統一
のため、混乱が予想されることから、早急な一元化が望まれる。 

＜実施＞新基準値施行 

①検査体制： どの程度検査漏れを防げるのか？ 

①ゲルマニュウム半導体検出器：納期５ケ月 

 約２，０００万円（全国で216台設置） 
②NaI シンチレーションスペクトロメータ：３ケ月 

 約３００万円 

③サーベイメータ 数十万円 

 

放射能測定装置
の種類と特徴、金
額（高額）など 

一日の測定可能な時間数は
決まっている。 

基準値が厳しくなるに従い、
必要な測定時間数は増える
一方。 

機器台数も少ない（Ge測定器
の場合、全国で２１６台）。 

このため、どこかで線引きせ
ざるを得ない。 

新基準値適用後、１ケ月 ⇒ 全国の自治体などから計１万３８６７件の検査結果が厚生労働省に報告され、うち
３３７件（２．４％）が新基準値を超過していたことが３０日、厚労省のまとめで分かった。 

 

うち９県、５１品目・３３７件で超過。基準値超えが最も多いのは福島。福島では検査した２１９８件のうち１４２件が
超過。うち１１０件がヒラメやイワナなどの水産物。宮城（５１８件中３６件、うち暫定基準値超え４件）。岩手（１０４０
件中３５件）。 

品目別では露地栽培の原木シイタケの１０２件が最も多く、タケノコの３６件が続いた。 



雑駁な個人的見解になりますが、まとめてみますと 

放射能の汚染時代、食品は 

  安心・安全で食べられるのだろうか？ 

私からの問題提起 

仮  説  
①福島第一及び他の原発でこれ以上の核事故による汚染物 

  質の拡散はない。但し、福島原発由来の海洋汚染は続く。 
 

②政府による汚染瓦礫の全国的な拡散（沖縄含む）が続く。 
 

結  論  

①福島原発からの海洋汚染、汚染瓦礫の全国レベル拡散か 

  ら食物への影響は依然厳しい環境にある。 

②従って、消費者は新基準値に期待しつつ、その限界も考慮 

  し、自己責任で正しく選ぶ必要がある。特に、海産物！ 

放射能のコンベヤーによる
自動検出は当面は無理！ 

ゴミ処理施設は放射
性物質の焼却を前提
にはしていない 

海産物は農作物と異なり除染
不可（ストロンチウム等） 
日本海産の選択はどうか 
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内閣府に所属し、①基本的な考え方の提示 ②安全審査の指針作り を担当 

今ではこの考え方に異議を

唱える方が多い。 ↓ 

人工放射
能を対象 



放射性物質の強さ （崩壊数／秒） Bq/s 

18 

 










M

tm
N

T
n A

e 2log ｎ：１秒間の崩壊数（個／ｓ） Bq/s     Ｔ：半減期（ｓ）     

Ｎ：アボガドロ数（個／ｍｏｌ）         Ｍ：モル質量（ｇ／ｍｏｌ） 
ｍ（ｔ）：時刻 ｔの放射性物質の質量（ｇ）           

セシウム１３７を事例に仮に線量が ５００ Ｂｑ とした場合の質量を計算してみる。 

 

上記の式に、夫々の数字を入力する。 

 

ｎ＝５００    Ｔ＝９．４６×１０＾（８）    ｌｏｇ２＝０．６９３    Ｎ＝６．０２２×１０＾（２３）     Ｍ＝１３７ 

 

 

下記の通り、夫々の数字を入力する。 

 

５００＝０．６９３÷（９．４６×１０＾（８））×（６．０２２×１０＾（２３）×  ｍ ÷１３７） 
 

これを解くと 

 

ｍ＝１．５５×１０＾（－１０）  g    つまり、５００Ｂｑのセシウム137 は１．５５×１０＾（－１０）  g の重さにすぎない。  

時間（ｔ）における放射性物質の原子数 

（注①）アボガドロ定数：ある物質 1 mol の中に含まれている原子または分子（構成要素）の総数を意味する 

（注②）ｍｏｌ：アボガドロ数個の原子（または分子）などをひとまとめにしたもの 

＜参考＞ 



放射性アイソトープの半減期 と 強さ 
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isotope half life K  value # of  atms to 

give  1 Bq 

Quantity(gram) 

to give 1000 Bq 

I-131 8 days 1.00×10^(-6) 1.0×10^(6) 2.2×10^(-13) 

H-3 12.3y 1.78×10^(-9) 5.6×10^(8) 9.3×10^(-13) 

Sr-90 28.8 y 7.36×10^(-10) 1.4×10^(9) 2.0×10^(-10) 

Cs-137 30 y 7.33×10^(-10) 1.4×10^(9) 3.1×10^(-10) 

Pu-239 2.4×10^(4) y 9.16×10^(-13) 1.1×10^(12) 4.3×10^(-7) 

U-235 7×10^(8)  y 3.14×10^(-17) 3.2×10^(16) 1.2×10^(-2) 

U-238 4.5×10^(9) y 4.88×10^(-18) 2.1×10^(17) 8.1×10^(-2) 

Th-232 1.4×10^(10) y 1.57×10^(-18) 6.4×10^(17) 2.5×10^(-1) 

下記のデータは、１０００Ｂｑを与える放射性物質の量を求めたもの。 

これからわかることは、半減期の短いアイソトープほど、少ない量で大きなＢq

を与えること。 

例えば、プルトニウム（239）は、ウラン（238）の10万分の１の量で同等の放射
能を出している。このため、プルトニウム（239）が非常に危険視される理由の
一つ。 

＜参考＞ 



ICRP,ECRR,日本政府の見解対比 

20 

ICRP「線量限度」：ICRPが定めている
線量限度。 

実効線量はこの値を越えるべきでは
ないとしている。 

 

ICRPの斜め直線とECRRの曲線との
間：ICRPが無視したリスク。 

日本政府の斜め直線とECRR曲線と
の間：日本政府が無視したリスク。 

ECRRモデルに比べICRPモデルは、
特に低線量領域のリスクを過小評価
している。日本政府は、低線量内部被
曝のリスクをさらに過小評価している。 

 

このグラフからだけでも、空間線量率
が低い地域、放射性物質の降下が相
対的に少ない地域でも、健康リスクは
高いことが分かる。 

 

福島から聞こえてくる以上に神奈川や
東京、千葉から健康被害の報告が相
次いでいるのは、そのためだ。 

 

関東の一部の地域に住む人を除き、
放射能の怖さを侮っている人が多い
から、健康被害は予想を越えるものに
なるはずだ。 

出典：市民のためのガン治療の会 
岐阜環境医学研究所 松井英介 

＜参考＞ 



ゴミ焼却炉飛灰 と 空間線量 

21 

焼却飛灰および溶融飛灰の放射性セシウ
ム濃度（2011年6-7 月測定値、Cs-134 と
Cs-137 の合計）と空間線量率の空間分布  

国立環境研究所「放射性物質の挙動から 

みた適正な廃棄物処理処分（技術資料 第二
版）」より転載（93頁） 
＜東大の森口祐一教授がTwipicで公開＞ 

＜参考＞ 
 



東京23区清掃工場飛灰推移 
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＜東大の森口祐一教授がTwipicで公開＞ 

 

＜参考＞ 
 



2011年東京都空間線量推移 
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出所：内部被爆研 
＜参考＞ 



2012年東京都空間線量推移 
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出所：内部被爆研 
＜参考＞ 
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生体の修復機能の限界 
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出所：市民科学研究室 

低線量被曝問題はなぜ混乱が続くのか 
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参考： 赤いつぶつぶ  福島県川内村のミミズからセシウム検出（毎日 12-02-06） 
     森林内の放射性物質の分布状況（森林総合研究所 11-08-08） 
     飯館村のカヤの放射性セシウム（日本原子力研究開発機構） 

出所：「よくわかる原子力」原子力教育を考える会 

http://www.mikanblog.com/
http://www.mikanblog.com/
http://www.asyura2.com/12/genpatu20/msg/724.html
http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/hozen/pdf/110930-01.pdf
http://jolisfukyu.tokai-sc.jaea.go.jp/fukyu/mirai/2012/index_set.html


放射能を取り込みやすい食べ物など 
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http://www.creatorsbank.com/portf

olio/works/?id=akari_hon&work_i

d=168913 

 

http://www.creatorsbank.com/portfolio/works/?id=akari_hon&work_id=168913
http://www.creatorsbank.com/portfolio/works/?id=akari_hon&work_id=168913
http://www.creatorsbank.com/portfolio/works/?id=akari_hon&work_id=168913
http://www.creatorsbank.com/portfolio/works/?id=akari_hon&work_id=168913


NHKスペシャル 12-01-15 ＜29~46頁＞ 
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当初、保安院は魚類への影響は少ないと明言していた 

30 
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海底の高汚染と生体濃縮 

32 



福島原発20ｋｍ圏：2011年11月下旬の調査 

33 



34 



河川から発生する沿岸流 

35 
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原発より距離が離れても汚染が薄まることはない 

37 
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湖沼23か所で魚からセシウムが検出された 

39 



ウクライナ国立放射線監視センターで淡水魚調査 

40 
センターでは事故後～現在まで調査しているが、セシウムの値が中々下がらない 
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凝縮現象：セシウムは河口付近で凝縮し底に沈む 

44 
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2013年5月頃の東京湾汚染 

46 



水産庁：水産物の放射性物質検査に関する基本方針と実施 

47 

（2）広域回遊性魚種（カツオ、サバ、サンマ等） 
 検査は関係業界団体及び水揚地となる道県と協力して行う（特に漁
場北上に伴う検査体制については業界等と調整中。また、北部太平
洋まき網漁業協同組合連合会所属の試験操業船「北勝丸」の活用も
図る）。 

 

 (ア)カツオ 

 伊豆諸島、房総沖での漁場形成（5月中旬頃）以降、原則週1回の検
査を実施（水揚げが想定される千葉県内の漁港（銚子及び勝浦）でサ
ンプリングを実施）。 

 福島県沖（通常240～320キロ程度沖）で漁場形成が予測される場合
（6月上旬頃）、試験操業船による事前のサンプリングを実施。分析の
結果を踏まえて同漁場での操業の実施を判断。操業を継続する場合
は、原則週1回のサンプリングを水揚港において実施。 

 宮城県以北に漁場が形成される場合も原則週1回の検査を実施。 

 

 (イ)イワシ、サバ類 

 千葉県沖に漁場が形成されている間は、水揚げが想定される千葉県
内の漁港（銚子）でサンプリングを継続。 

 茨城県沖での漁場形成が予測される場合（5月）、茨城県の協力を得
つつ同県水産試験場の調査船によりサンプリングを実施。分析の結果
を踏まえて操業の実施を判断。操業を継続する場合は、原則週1回の
サンプリングを水揚港で実施。 

 福島県沖で漁場形成が予測される場合（6月頃）、試験操業船による
サンプリングを実施。分析結果を踏まえ、上記と同様の対応をとる。 

 宮城県以北に漁場が形成される場合も原則週1回の検査を実施。 

  

(ウ)サンマ、サケの南下群 

 夏以降、原則週1回の検査を実施。 

水産庁のプレスリリース：平成23年5月6日 

http://www.jfa.maff.go.jp/j/press/sigen/110506.html 

 

http://www.jfa.maff.go.jp/j/press/sigen/110506.html
http://www.jfa.maff.go.jp/j/press/sigen/110506.html


水産物の出荷制限など 

48 

◆東日本太平洋における水産物の出荷制限・操業自粛等の状況 

http://www.jfa.maff.go.jp/j/kakou/hyouzi/kisei_kekka.html 

 

◆水産物の放射性物質調査の結果について～3月18日更新～ 

http://www.jfa.maff.go.jp/j/housyanou/kekka.html 

 

・海面における出荷制限 

 

・内水面における出荷制限や採捕自粛等の状況 

http://www.jfa.maff.go.jp/j/kakou/hyouzi/kisei_kekka.html
http://www.jfa.maff.go.jp/j/kakou/hyouzi/kisei_kekka.html
http://www.jfa.maff.go.jp/j/housyanou/kekka.html
http://www.jfa.maff.go.jp/j/housyanou/kekka.html
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被曝予防に花粉マスク有効 セシウム通さず 東大実験  

51 

花粉用マスクをつければ、浮遊しているセシウムをほとんど吸い込まずにすみ、
内部被曝（ひばく）量を減らせるとの実験結果を、東大アイソトープ総合セン
ターなどがまとめた。３０日に横浜市で開かれた日本放射線安全管理学会学
術大会で発表された。  

 

同大の桧垣正吾助教は、福島第一原発事故直後の３月１５日午後３時から翌
日午前９時までの１８時間、東大本郷キャンパスで、市販されている不織布の
立体型マスクを着用した。  

 

花粉やほこりに付いて、空中を浮遊している放射性物質と、マスクに付着した
放射性物質の量などを調べた。この結果、花粉用マスクで、セシウムのほぼ全
てを吸い込まずにすむことが確認された。マスクに付着した放射性物質の量か
ら換算すると、仮にマスクをせずに体内に吸い込んでいれば、内部被曝は９．
３マイクロシーベルトに相当していた。  

 

来春、スギ花粉からセシウムが検出される可能性も指摘されており、林野庁は
今秋から実態を調べている。桧垣さんは「除染の際も、放射性物質が舞い上が
る可能性がある。気になる人は、マスクを着用すれば防げる」と話している。 

朝日：2011-12-2 http://www.u-tokyo.ac.jp/public/pdf/20120316.pdf 

 

http://www.u-tokyo.ac.jp/public/pdf/20120316.pdf
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/pdf/20120316.pdf
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/pdf/20120316.pdf
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/pdf/20120316.pdf


マスクに付着した放射性セシウム 
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東大アイソトープ総合センター 

桧垣助教 2012-3-16 記者発表 



マスクに付着した放射性セシウム 
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放射性物質を減らす調理のコツ 
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http://www.c-

scskyousai.or.jp/member

/07_dayori/703/pdf/colu

m_1112_2.pdf 

 

セシウムは水に溶ける性
質がある！ 

○よく水洗いする 

 

○皮をむく 

  （泥を落とす） 
 

○ゆでこぼす 

 

○水にさらす 

公共財団法人 原子力環
境整備・資金管理センター
「食品の調理・加工による
放射性核種の除去率」 

http://www.rwmc.or.jp/lib

rary/other/kankyo/ 

 

http://www.c-scskyousai.or.jp/member/07_dayori/703/pdf/colum_1112_2.pdf
http://www.c-scskyousai.or.jp/member/07_dayori/703/pdf/colum_1112_2.pdf
http://www.c-scskyousai.or.jp/member/07_dayori/703/pdf/colum_1112_2.pdf
http://www.c-scskyousai.or.jp/member/07_dayori/703/pdf/colum_1112_2.pdf
http://www.c-scskyousai.or.jp/member/07_dayori/703/pdf/colum_1112_2.pdf
http://www.rwmc.or.jp/library/other/kankyo/
http://www.rwmc.or.jp/library/other/kankyo/


予備 
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